
　質
問
に
先
立
ち
、
一

言
申
し
上
げ
ま
す
。

　去
る
二
月
二
十
四
日

に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

は
、
国
際
法
や
国
際
秩

序
を
無
視
し
た
武
力
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変

更
で
あ
り
、
断
じ
て
容

認
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
暴
挙
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
間
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
多
く
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
罪
の
無
い

多
く
の
方
が
被
害
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

方
が
母
国
か
ら
の
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　侵
略
に
よ
り
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
と
安
全
が
回
復
し
、

現
在
、
不
安
と
緊
張
の

中
で
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　我
々
は
今
を
生
き
る
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、
平
和
で
安
全
・
安
心

な
社
会
、
持
続
可
能
で
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
の
た

め
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
思
い
を
改
め
て
持
ち
、
こ
れ
か
ら
順
次
通
告
に

従
っ
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
質
問
事
項
及
び
答
弁
は
、
抜
粋・要
約
し
て
次
ペ
ー

ジ
以
降
に
掲
載
し
ま
し
た
。）

◆残暑の候、皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。
◆急速に進む少子高齢化、人口減少や待ったなしの新型コロナウィルス感染拡大防止対策、大規模災害の復旧など、
青森県政は数多くの課題に直面しており、それを克服するために様々な施策を講じています。
◆“夏の夜、蛍の多く飛びちがいたる”　夏の風物詩のホタル、いつの時代も変わることなく私達を魅了します。
◆そんな時、ふと、ダスキン創業者、鈴木清一氏の言葉を思い出します。　

～思いやり～　思いやりは、気のつくこと。親父さんが、ガミガミ怒るのも、自分の思う通りにしてほしいと

甘えているのだ。　また、若い者がふてくされて仕事もせず、寝込んでしまうのも、実は甘えたいのだ。

そう気が付いたら、やさしくいたわってあげる事だ。そうしたら、この世はもっと住みよくなるだろう。

人が迷っている時に、惜しみなく力を貸すことだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆2020年１月に我が国での初感染が確認された新型コロナウィルス。今は、BA5と呼ばれるオミクロンの変異株に
より、全国の感染者数が最多を更新する日が続いている。終息の兆しは見えない。油断なく感染症対策をしっかり施
したうえで、人が動き、物も動く、経済の循環を進めることが重要と考えています。　◆また、このコロナ禍の中、
世界の情勢は、ロシアによるウクライナ侵攻という今の時代には考えられない蛮行の裏で、国々の複雑な絡み合いが
垣間見えます。　◆この予断を許さない状況下、県民の皆様にも様々な影響を与えているものと憂慮していますが、
本県の強みである農産物などの生産体制維持と、さらなる販売促進、加えてしっかりとした観光振興を計るなど、経
済の回復に務め、魅力的で住みやすい青森県を目指して取り組んでいかなければなりません。　◆職人たちの手によ
り進化を遂げた日本の花火、夏の夜空に大輪の花を咲かせることができるよう心から願っているところであります。
◆今後ともご指導、ご助言をよろしくお願い申し上げますとともに、皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

《私の好きな言葉》

ごあいさつ
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《
令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
》

【
質
問
】
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

①
　今
年
度
の
採
卵
用
サ
ケ
の
確
保
状
況
と
サ
ケ

稚
魚
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
向
け
た
県
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】

①
　
本
県
の
サ
ケ
漁
獲
量
は
、
令
和
元
年
度
以
降

著
し
く
減
少
し
、
採
卵
用
サ
ケ
の
確
保
尾
数
も
今

年
度
十
二
月
末
時
点
で
平
成
三
〇
年
度
同
期
比
十

五
％
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ケ
ふ
化
場
に
お
け
る
今

年
度
の
サ
ケ
稚
魚
の
生
産
尾
数
は
、
採
卵
用
サ
ケ

が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産

計
画
七
、〇
〇
〇
万
尾
に
対
し
て
約
三
割
の
二
、

三
〇
〇
万
尾
に
と

ど
ま
る
見
込
み
。

サ
ケ
資
源
の
増
大

を
図
る
た
め
に

は
、
稚
魚
放
流
後

の
生
存
率
を
高
め

る
取
り
組
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

②
　
サ
ケ
ふ
化
放

流
事
業
の
継
続
に

向
け
て
は
、
サ
ケ

資
源
の
回
復
と
ふ

化
場
を
運
営
す
る
組
合
の
経
営
安
定
が
必
要
。
資

源
回
復
に
つ
い
て
は
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

水
面
研
究
所
と
連
携
し
、
放
流
後
の
生
存
率
が
高

ま
る
よ
う
、
よ
り
大
型
で
健
全
な
稚
魚
を
育
成
す

る
方
法
を
ふ
化
場
に
指
導
し
て
い
る
。
組
合
の
安

定
化
に
向
け
て
は
、
主
な
収
入
源
が
県
へ
の
稚
魚

の
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
合
の

サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
の
収
入
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た

め
、
サ
ケ
稚
魚
の
買
上
げ
単
価
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。
加
え
て
、
淡
水
養
殖
用
に
開
発
し
た

青
い
森
紅
サ
ー
モ
ン
、
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
の
種
苗

な
ど
も
導
入
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
収
入

源
を
確
保
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
く
。

《
令
和
四
年
三
月
十
八
日
》

【
質
問
】
米
価
下
落
に
伴
う
資
金
繰
り
に
つ
い
て

①
　米
価
下
落
対
策
と
し
て
、
県
が
創
設
し
た
県

単
資
金
の
貸
し
付
け
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　農
業
経
営
収
入
保
険
に
お
け
る
つ
な
ぎ
融
資

の
融
資
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
　農
業
経
営
収
入
保
険
の
令
和
四
年
の
加
入
状

況
と
今
後
の
加
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】

①
　
県
で
は
、
米
価
下
落
に
対
す
る
資
金
繰
り
支

援
対
策
と
し
て
、
米
価
下
落
減
収
対
策
資
金
を
創

設
し
、
今
年
三
月
ま
で
の
貸
し
付
け
が
利
子
補
給

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
二
月
末
現
在
の
貸
付
実

績
は
四
十
四
件
、
約
七
、
七
〇
〇
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
県
単
資
金
の
資
金
利
用
者
は
、
主
に
、
農

協
や
公
庫
の
資
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
り
、

他
の
資
金
だ
け
で
は
融
資
額
が
不
足
す
る
稲
作
農

家
で
あ
り
、
減
収
農
家
の
支
援
策
と
し
て
一
定
の

役
割
は
果
た
し
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
稲
作
収
入
を
補
て
ん
す

る
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
資
金
需
要
が

抑
制
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
。

②
　
農
業
経
営
収
入
保

険
は
、
保
険
期
間
に
対

す
る
確
定
申
告
が
終
わ
っ
て
か
ら
支
払
い
申
請
す

る
た
め
、
保
険
期
間
の
翌
年
三
月
か
ら
支
払
わ
れ

る
が
、
つ
な
ぎ
融
資
は
、
保
険
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
等
に
よ
り
補
て
ん
金

の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
補
て
ん
金
の

八
割
を
上
限
に
無
利
子
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る
。

令
和
三
年
の
加
入
者
に
対
す
る
令
和
四
年
二
月
末

現
在
の
融
資
実
績
は
、
二
四
八
件
、
約
六
億
三
、

五
〇
〇
万
円
。
令
和
二
年
の
加
入
者
の
融
資
実
績

は
、
三
十
九
件
、
約
一
億
七
、
四
〇
〇
万
円
と
、

令
和
三
年
は
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

③
　
令
和
四
年
の
収
入
保
険
の
加
入
件
数
は
、
一

月
末
現
在
で
三
、
九
四
一
件
と
、
前
年
に
比
べ
二

九
・
四
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
加
入
要
件
で

あ
る
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
経
営
体
に
対

す
る
加
入
率
も
八
・
九
％
の
増
加
、
加
入
経
営
体

数
、
加
入
率
と
も
全
国
第
二
位
の
高
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
収
入
保
険
の
加
入
促
進
に
向
け
、
制
度

の
概
要
や
補
て
ん
金
の
支
払
い
実
績
を
紹
介
し
た

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
現
地
研
修
会
等
で
加
入
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申

告
の
実
施
者
数
を
増
や
す
た
め
の
普
及
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
四
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
加
え
、
農
業
共
済
組
合
が
税
理
士
等
を
講
師

に
実
施
す
る
青
色
申
告
相
談
会
の
開
催
を
支
援

し
、
青
色
申
告
の
実
施
者
を
増
や
し
て
収
入
保
険

の
加
入
拡
大
を
図
る
。

明治維新の功労者の一人で
ある西郷隆盛が重んじた言
葉で、訓読すれば「天を敬
い、人を愛す。」となります。
精神的な修養を積んで、天
をおそれ、敬い、広く人を
慈しむ心を持つことの意。
「敬天愛民」とも言われま
す。

令
和
四
年
六
月
定
例
会
に
お
い
て一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
冒
頭
の
発
言
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま

し
た
。

委
員
会
活
動
の
報
告

委
員
会
活
動
の
報
告
令
和
四
年
三
月
ま
で
、
農
林
水
産
委
員
会
委
員
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

農
林
水
産
委
員
会
で
質
問
し
た
事
項
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

令
和
四
年
四
月
か
ら
は
、
総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
活
動
中
。

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
現

場
等
を
見
学
す
る
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
や
高
校
生
と

若
手
技
術
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
建
設
業
の
や
り
が
い
を
伝
え
る
動
画

を
制
作
し
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
土
木
系
高
校
や
大
学
へ
の
県
内
か
ら
の
進
学

者
の
増
加
に
向
け
、
小
中
学
校
等
で
イ
ン
フ
ラ
の

役
割
や
重
要
性
を
幅
広
く
教
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
出

前
授
業
」等
の
取
り
組
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

女
性
の
入
職
を
促
進
す
る
た
め
、
官
民
の
女
性
建

設
技
術
者
で
構
成
さ
れ
る
「
女
性
建
設
技
術
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
と
連
携
し
、
経
営
者
の
理

解
促
進
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
女
性
建
設

技
術
者
等
の
活
躍
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
、
建

設
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
に
関
す
る
新
聞
広
告

の
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　本
県
の
縄
文
遺
跡
群
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産

登
録
は
、
本
県
の
観
光
振
興
を
図
る
う
え
で
ま
た

と
な
い
機
会
に
な
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
全

国
か
ら
の
積
極
的
な
誘
客
対
策
は
難
し
く
、
感
染

拡
大
の
影
響
の
な
い
取
り
組
に
終
わ
っ
た
。
今
年

度
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
全
国
的

な
観
光
客
の
増
加
や
、
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
再
開
が
全
国
的
で
動
き
出
す
な
ど
、
本
格
的
な

観
光
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
事
か
ら
、

登
録
一
周
年
を
迎
え
る
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な

く
、
縄
文
遺
跡
群
を
最
大
限
に
活
用
し
た
誘
客
対

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

問問

本
県
の
縄
文
遺
跡
群
を
活
用
し

た
誘
客
促
進
に
つ
い
て

答

三
村
知
事

県産業技術センター内水面研究所（白上）を視察

委員会での質疑のようす



技
術
や
経
営
管
理
に
関
す
る
個
別
指
導
を
基
本
と

し
て
、
市
町
村
や
農
協
、
農
業
経
営
士
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
技
術
面
、
経
営
面
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
今
年
度
か

ら
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
非
農
家
出
身
の
新
規

就
農
者
が
直
面
す
る
経
営
課
題
の
解
消
に
向
け
、

ハ
ー
ド
面
を
含
め
て
重
点
的
に
支
援
す
る
。

③
　
な
が
い
も
は
、
上
北
地
域
を
中
心
に
作
付
け

さ
れ
て
お
り
、
令
和
二
年
に
お
け
る
産
出
額
は
一

三
八
億
円
で
、
に
ん
に
く
と
と
も
に
本
県
野
菜
振

興
を
け
ん
引
す
る
重
要
な
品
目
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
あ

お
も
り
な
が
い
も
産
地
力
強
化
戦
略
」
の
進
捗
状

況
や
課
題
を
検
証
し
た
上
で
、
今
後
五
年
間
の
後

期
行
動
計
画
を
本
年
三
月
に
策
定
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

④
　
県
で
は
、
使
用
管
理
の
省
力
化
を
進
め
る
た

め
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
や
発

情
・
分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
最
先
端
技
術
の

導
入
を
推
進
し
て
お
り
、
上
北
地
域
に
お
い
て
最

も
多
く
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
繁
殖
雌
牛
等

の
管
理
に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

に
向
け
て
、
飼
育
作
業
の
う
ち
、
仔
牛
の
育
成
を

外
部
委
託
で
き
る
よ
う
、
受
託
す
る
法
人
経
営
の

施
設
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
飼
料
作
物
の

栽
培
・
収
穫
な
ど
を
請
け
負
う
農
作
業
受
託
組
織

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
小
中

学
生
や
即
戦
力
と
な
り
う
る
農
業
高
校
生
等
を

対
象
と
し
た
農
場
の
見
学
研
修
の
実
施
の
ほ
か
、

就
農
希
望
者
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
態
勢

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
県
民
の
健
康
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

健
康
増
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

①
　人
材
確
保
に
向
け
た
働
き
方
改
革
及
び
生
産

性
の
向
上
の
取
り
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　県
内
建
設
業
へ
の
入
職
促
進
に
向
け
た
取
り

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
　
県
内
建
設
業
の
人
材
確
保
の
た
め
、
働
き
や

す
い
環
境
を
目
指
す
働
き
方
改
革
の
取
り
組
と
し

て
、
工
事
等
に
お
け
る
週
休
二
日
の
導
入
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
県
土
整
備
部
で
は
、
令
和
二
年
度

か
ら
、
原
則
と
し
て
全
て
の
工
期
を
設
定
す
る
発

注
者
指
定
型
と
し
て
発
注
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
に
対
し
て
工
事
等
に
お
け
る
週
休
二
日
確
保
の

取
り
組
を
働
き
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
工
事
関
係

書
類
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
受
発
注
者
間
で

共
有
す
る
工
事
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
施
工
検
査
を
行
う
遠
隔
臨
場
、
測
量
設
計

成
果
の
三
次
元
デ
ー
タ
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
な

ど
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
国

や
業
界
団
体
と
連
携
し
県
内
建
設
業
者
に
よ
る

人
材
確
保
に
向
け
た
働
き
方
改
革
や
イ
ン
フ
ラ

分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
の
取
り
組

を
進
め
る
。

②
　
県
で
は
、

大
学
生
と
県
内

建
設
業
と
の
仲

介
役
と
し
て
、

県
内
建
設
業
等

の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
の
情
報

を
一
元
化
し
、

関
心
の
あ
る
学

生
の
募
集
や
受

付
を
行
う
等
、
県
内
建
設
業
へ
の
入
職
に
つ
な
が

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、「
選
ば
れ
る

青
森
」
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
基
本
計
画

を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
ど
ん
な
困
難
に

あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
の

も
と
、
感
染
防
止
対
策
に
適
切
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経

済
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
顕
在
化
し
て
き
た
様
々

な
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
地
域
経
済
の
回
復
に

向
け
た
取
り
組
を
進
め
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
増
加
し
た
様
々
な
不
安
や
悩

み
を
抱
え
る
方
々
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
急
速
に
進

展
す
る
官
民
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、「
あ
お
も
り
若
者

定
着
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」
に
よ
り
、
若
者
の

県
内
定
着
・
還
流
を
よ
り
強
力
に
推
進
す
る
。
さ

ら
に
、
県
産
農
林
水
産
品
の
販
売
促
進
や
航
空
会

　
　
　
　
　

　
青
森
県
健
康
増
進
計
画「
健
康
あ
お
も
り
21（
第

二
次
）」
に
基
づ
き
、
健
や
か
力
の
向
上
に
よ
る

生
活
習
慣
の
改
善
を
目
指
し
て
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
平
均
歩
行
数
や
野

菜
摂
取
量
に
つ
い
て
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一

方
で
、
肥
満
者
の
割
合
は
依
然
と
し
て
悪
化
傾
向

に
あ
り
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
外
出
自
粛
に
よ
る
運
動
不
足
や
食

生
活
の
乱
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
県
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
令
和
二
年
度
の
市
町
村

の
が
ん
検
診
受
診
者
数
が
前
年
度
よ
り
減
少
す
る

な
ど
、
が
ん
の
発
見
に
遅
れ
が
生
じ
る
事
も
危
惧

さ
れ
る
。
令
和
四
年
度
は
、
運
動
習
慣
改
善
の
機

運
醸
成
を
図
る
た
め
の
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を

見
据
え
た
食
習
慣
の
改
善
と
野
菜
摂
取
に
関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
県
内
の
大
学
で

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
う
。
ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
繋
が
る

よ
う
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
受
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
様
々
な
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
強
く
働
き

か
け
て
い
く
。

①
　脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が

県
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　風
力
や
太
陽
光
な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
発
電
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
環

境
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

社
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
強
化
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響

を
受
け
た
観
光
、
宿
泊
・
飲
食
、
交
通
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
を
更
に
強
化

す
る
こ
と
で
、
本
県
経
済
の
着
実
な
回
復
と
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
。
新
た
な
時
代
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら

「
選
ば
れ
る
青
森
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

①
　高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
踏

ま
え
、
今
後
の
防
除
対
策
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

②
　新
規
就
農
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
　

③
　上
北
地
区
の
主
力
品
目
で
あ
る
な
が
い
も
の

生
産
振
興
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

④
　酪
農・肉
用
牛
経
営
の
労
働
力
不
足
対
策
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

①
　
地
域
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
資
源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が

重
要
で
あ
り
、
本
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
地
域
の
脱

炭
素
化
を
促
進
す
る

仕
組
み
が
創
設
さ
れ

た
。
一
方
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
関
し
て
は
、
地

域
の
自
然
的
社
会
的

条
件
に
応
じ
た
環
境

の
保
全
や
、
本
来
想

定
さ
れ
て
い
る
土
地

利
用
の
在
り
方
、
そ
の
他
の
公
益
へ
の
配
慮
等
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
令
和
三
年
十
月
に
改
定
さ
れ

た
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
自
然
と
の
共
生
、
地
域

と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
最
大
限
の
導
入
を
促

す
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
県
で
は
、引
き
続
き
、

青
森
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
と
も
に
、
県
計
画
の
改
定
作
業
の
中

で
、
今
後
の
取
り
組
等
を
検
討
し
て
い
く
。

②
　
規
模
が
大
き
く
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い

も
の
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

環
境
影
響
評
価
法
及
び
青
森
県
環
境
影
響
評
価
条

例
に
基
づ
き
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
一
定
規
模
以
上
の
風
力
発
電
事
業
や

太
陽
光
発
電
事
業
は
、
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
環
境
影
響
評
価
の
対

象
と
さ
れ
て
お
り
、事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

自
然
環
境
へ
の
配
慮
が
重
要
。
県
と
し
て
は
、
対

象
事
業
が
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
内
容
と
な
る
よ

う
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
の
過
程
で
、
住
民
か

①
　
横
浜
町
内
で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

規
模
で
の
連
続
発
生
と
な
っ
た
。
殺
処
分
に
当
た

り
、
初
め
て
自
衛
隊
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
、
寒

暖
差
が
激
し
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
場
を
指

揮
す
る
家
畜
防
疫
員
が
不
足
し
、
十
三
県
か
ら
獣

医
師
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
一
部

の
資
材
に
不
足
が
生
じ
、
国
か
ら
の
融
通
や
代
替

品
で
対
応
し
た
こ
と
な

ど
、
現
場
で
発
生
し
た

課
題
に
臨
機
応
変
な
対

応
を
求
め
ら
れ
た
。
今

後
は
、
発
生
防
止
対
策

の
徹
底
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
農
場
ご
と
に
定

め
て
い
る
防
疫
計
画

を
改
め
て
点
検
し
、
防

疫
資
材
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
農
場
で
発
生

し
た
場
合
で
も
対
応

で
き
る
七
日
分
の
備
蓄
を
基
本
と
す
る
ほ
か
、
国

に
対
し
て
は
、
家
畜
疾
病
対
策
の
強
化
や
獣
医
師

職
員
の
確
保
の
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
し
て
い

く
。
併
せ
て
、
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
防

疫
演
習
の
充
実
を
図
る
な
ど
防
疫
体
制
の
強
化

に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

②
　
令
和
二
年
度
の
新
規
就
農
者
数
は
、
目
標
と

し
て
い
た
三
〇
〇
人
を
は
じ
め
て
超
え
る
な
ど
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
更
な
る
人
材
確
保
に
向

け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
就
農
相
談
や
農

業
法
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
合
同
説
明
会
の

開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
早
期
の

経
営
安
定
と
地
域
へ
の
定
着
を
図
る
た
め
、
国
の

経
営
開
始
資
金
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
生
産

ら
の
意
見
や
地
方
公
共
団
体
等
の
意
見
へ
の
事

業
者
の
対
応
状
況
な
ど
を
し
っ
か
り
と
確
認
し

な
が
ら
適
切
に
審
査
し
て
い
く
。

　頻
発
す
る
自
然
災
害
を
受
け
、
今
後
も
公
共
土

木
施
設
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
を
進
め
る

べ
き
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

　
自
然
災
害
か
ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、「
安
全
・
安
心
な
県
土
づ
く
り
」
を
着
実
に

推
進
し
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
五
ケ
年
加
速
化
対
策
」
二
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
流
域
全
体
で
事
前
防
災
対
策
を
進
め
る
「
流

域
治
水
」、
国
道
二
七
九
号
横
浜
南
バ
イ
パ
ス
の

整
備
等
、
災
害
時
に
も
安
全
に
人
や
物
の
流
れ
を

確
保
す
る
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
」、

持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
「
予
防
保
全

型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
等
を
重
点
的
・
集

中
的
に
進
め
て
い
る
。
昨
年
八
月
の
大
雨
で
は
、

砂
防
ダ
ム
等
の
事
前
防
災
対
策
に
よ
る
被
害
軽

減
効
果
が
み
ら
れ
た
一
方
、
高
瀬
川
や
国
道
二
七

九
号
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
な
ど
、
本
県
の
社

会
資
本
整
備
は
未
だ
途
上
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、

よ
り
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
の
機
能
強
化
・
維
持
等
、
国
土
強
靭
化
の
取
組

を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
、
国
に
対

し
て
、
五
ケ
年
加
速
化
対
策

期
間
内
に
加
え
、
期
間
終
了

後
の
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

予
算
の
安
定
的
な
確
保
を
要

望
し
て
い
る
。

る
取
り
組
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
現
場

等
を
見
学
す
る
親
子
バ
ス
ツ
ァ
ー
や
高
校
生
と
若

手
技
術
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
建
設
業
の
や
り
が
い
を
伝
え
る
動
画
を

制
作
し
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
土
木
系
高
校
や
大
学
へ
の
県
内
か
ら
の
進
学

者
の
増
加
に
向
け
、
小
中
学
校
等
で
イ
ン
フ
ラ
の

役
割
や
重
要
性
を
幅
広
く
教
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
出

前
授
業
」等
の
取
り
組
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

女
性
の
入
職
を
促
進
す
る
た
め
、
官
民
の
女
性
建

設
技
術
者
で
構
成
さ
れ
る
「
女
性
建
設
技
術
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
と
連
携
し
、
経
営
者
の
理

解
促
進
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
女
性
建
設

技
術
者
等
の
活
躍
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
、
建

設
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
に
関
す
る
新
聞
広
告

の
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　本
県
の
縄
文
遺
跡
群
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産

登
録
は
、
本
県
の
観
光
振
興
を
図
る
う
え
で
ま
た

と
な
い
機
会
に
な
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
全

国
か
ら
の
積
極
的
な
誘
客
対
策
は
難
し
く
、
感
染

拡
大
の
影
響
の
な
い
取
り
組
に
終
わ
っ
た
。
今
年

度
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
全
国
的

な
観
光
客
の
増
加
や
、
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
再
開
が
全
国
的
で
動
き
出
す
な
ど
、
本
格
的
な

観
光
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
事
か
ら
、

登
録
一
周
年
を
迎
え
る
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な

く
、
縄
文
遺
跡
群
を
最
大
限
に
活
用
し
た
誘
客
対

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

問問

答

建
設
業
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

三
村
知
事

答

三
村
知
事

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
　五
ケ
年
加
速
化
対
策

の
取
組
に
つ
い
て

問問

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て

問問答

問問

答

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問問

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

県
土
整
備
部
長

答

農
林
水
産
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

県
土
整
備
部
長

青
森
県
基
本
計
画
『
選
ば
れ
る

青
森
』
へ
の
挑
戦
」
の
推
進
に

つ
い
て

答

問問

　令
和
四
年
六
月
定
例
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、

「
青
森
県
基
本
計
画
『
選
ば
れ
る
青
森
』
へ
の
挑

戦
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
」、「
青
森
県
型
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
に
つ
い
て
」、「
二
〇
五
〇
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
に
つ
い

て
」、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
に
つ
い
て
」、

「
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
」、「
本
県
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
」、「
縄
文
遺
跡
群
の
保
存

と
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
県
民
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
へ
の
対
応
力
向
上
に
つ
い
て
」、「
成
年
年
齢

引
き
下
げ
に
伴
う
新
成
人
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
に
つ
い
て
」、
県
の
考
え
方
を
質
し
ま
し

た
。 

紙
面
の
関
係
で
質
問
事
項
と
答
弁
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

環
境
生
活
部
長

八幡岳に設置が進む風力発電施設

高校生による建設現場見学のようす



技
術
や
経
営
管
理
に
関
す
る
個
別
指
導
を
基
本
と

し
て
、
市
町
村
や
農
協
、
農
業
経
営
士
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
技
術
面
、
経
営
面
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
今
年
度
か

ら
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
非
農
家
出
身
の
新
規

就
農
者
が
直
面
す
る
経
営
課
題
の
解
消
に
向
け
、

ハ
ー
ド
面
を
含
め
て
重
点
的
に
支
援
す
る
。

③
　
な
が
い
も
は
、
上
北
地
域
を
中
心
に
作
付
け

さ
れ
て
お
り
、
令
和
二
年
に
お
け
る
産
出
額
は
一

三
八
億
円
で
、
に
ん
に
く
と
と
も
に
本
県
野
菜
振

興
を
け
ん
引
す
る
重
要
な
品
目
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
あ

お
も
り
な
が
い
も
産
地
力
強
化
戦
略
」
の
進
捗
状

況
や
課
題
を
検
証
し
た
上
で
、
今
後
五
年
間
の
後

期
行
動
計
画
を
本
年
三
月
に
策
定
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

④
　
県
で
は
、
使
用
管
理
の
省
力
化
を
進
め
る
た

め
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
や
発

情
・
分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
最
先
端
技
術
の

導
入
を
推
進
し
て
お
り
、
上
北
地
域
に
お
い
て
最

も
多
く
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
繁
殖
雌
牛
等

の
管
理
に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

に
向
け
て
、
飼
育
作
業
の
う
ち
、
仔
牛
の
育
成
を

外
部
委
託
で
き
る
よ
う
、
受
託
す
る
法
人
経
営
の

施
設
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
飼
料
作
物
の

栽
培
・
収
穫
な
ど
を
請
け
負
う
農
作
業
受
託
組
織

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
小
中

学
生
や
即
戦
力
と
な
り
う
る
農
業
高
校
生
等
を

対
象
と
し
た
農
場
の
見
学
研
修
の
実
施
の
ほ
か
、

就
農
希
望
者
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
態
勢

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
県
民
の
健
康
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

健
康
増
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

①
　人
材
確
保
に
向
け
た
働
き
方
改
革
及
び
生
産

性
の
向
上
の
取
り
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　県
内
建
設
業
へ
の
入
職
促
進
に
向
け
た
取
り

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
　
県
内
建
設
業
の
人
材
確
保
の
た
め
、
働
き
や

す
い
環
境
を
目
指
す
働
き
方
改
革
の
取
り
組
と
し

て
、
工
事
等
に
お
け
る
週
休
二
日
の
導
入
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
県
土
整
備
部
で
は
、
令
和
二
年
度

か
ら
、
原
則
と
し
て
全
て
の
工
期
を
設
定
す
る
発

注
者
指
定
型
と
し
て
発
注
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
に
対
し
て
工
事
等
に
お
け
る
週
休
二
日
確
保
の

取
り
組
を
働
き
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
工
事
関
係

書
類
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
受
発
注
者
間
で

共
有
す
る
工
事
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
施
工
検
査
を
行
う
遠
隔
臨
場
、
測
量
設
計

成
果
の
三
次
元
デ
ー
タ
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
な

ど
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
国

や
業
界
団
体
と
連
携
し
県
内
建
設
業
者
に
よ
る

人
材
確
保
に
向
け
た
働
き
方
改
革
や
イ
ン
フ
ラ

分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
の
取
り
組

を
進
め
る
。

②
　
県
で
は
、

大
学
生
と
県
内

建
設
業
と
の
仲

介
役
と
し
て
、

県
内
建
設
業
等

の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
の
情
報

を
一
元
化
し
、

関
心
の
あ
る
学

生
の
募
集
や
受

付
を
行
う
等
、
県
内
建
設
業
へ
の
入
職
に
つ
な
が

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、「
選
ば
れ
る

青
森
」
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
基
本
計
画

を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
ど
ん
な
困
難
に

あ
っ
て
も
乗
り
越
え
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
の

も
と
、
感
染
防
止
対
策
に
適
切
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
経

済
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
顕
在
化
し
て
き
た
様
々

な
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
地
域
経
済
の
回
復
に

向
け
た
取
り
組
を
進
め
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
増
加
し
た
様
々
な
不
安
や
悩

み
を
抱
え
る
方
々
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
急
速
に
進

展
す
る
官
民
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、「
あ
お
も
り
若
者

定
着
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」
に
よ
り
、
若
者
の

県
内
定
着
・
還
流
を
よ
り
強
力
に
推
進
す
る
。
さ

ら
に
、
県
産
農
林
水
産
品
の
販
売
促
進
や
航
空
会

　
　
　
　
　

　
青
森
県
健
康
増
進
計
画「
健
康
あ
お
も
り
21（
第

二
次
）」
に
基
づ
き
、
健
や
か
力
の
向
上
に
よ
る

生
活
習
慣
の
改
善
を
目
指
し
て
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
平
均
歩
行
数
や
野

菜
摂
取
量
に
つ
い
て
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一

方
で
、
肥
満
者
の
割
合
は
依
然
と
し
て
悪
化
傾
向

に
あ
り
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
外
出
自
粛
に
よ
る
運
動
不
足
や
食

生
活
の
乱
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
県
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
令
和
二
年
度
の
市
町
村

の
が
ん
検
診
受
診
者
数
が
前
年
度
よ
り
減
少
す
る

な
ど
、
が
ん
の
発
見
に
遅
れ
が
生
じ
る
事
も
危
惧

さ
れ
る
。
令
和
四
年
度
は
、
運
動
習
慣
改
善
の
機

運
醸
成
を
図
る
た
め
の
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を

見
据
え
た
食
習
慣
の
改
善
と
野
菜
摂
取
に
関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
県
内
の
大
学
で

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
う
。
ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
繋
が
る

よ
う
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
受
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
様
々
な
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
強
く
働
き

か
け
て
い
く
。

①
　脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が

県
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　風
力
や
太
陽
光
な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
発
電
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
環

境
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

社
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
強
化
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響

を
受
け
た
観
光
、
宿
泊
・
飲
食
、
交
通
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
を
更
に
強
化

す
る
こ
と
で
、
本
県
経
済
の
着
実
な
回
復
と
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
。
新
た
な
時
代
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら

「
選
ば
れ
る
青
森
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

①
　高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
踏

ま
え
、
今
後
の
防
除
対
策
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

②
　新
規
就
農
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
　

③
　上
北
地
区
の
主
力
品
目
で
あ
る
な
が
い
も
の

生
産
振
興
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

④
　酪
農・肉
用
牛
経
営
の
労
働
力
不
足
対
策
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

①
　
地
域
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
資
源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が

重
要
で
あ
り
、
本
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
地
域
の
脱

炭
素
化
を
促
進
す
る

仕
組
み
が
創
設
さ
れ

た
。
一
方
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
関
し
て
は
、
地

域
の
自
然
的
社
会
的

条
件
に
応
じ
た
環
境

の
保
全
や
、
本
来
想

定
さ
れ
て
い
る
土
地

利
用
の
在
り
方
、
そ
の
他
の
公
益
へ
の
配
慮
等
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
令
和
三
年
十
月
に
改
定
さ
れ

た
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
自
然
と
の
共
生
、
地
域

と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
最
大
限
の
導
入
を
促

す
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
県
で
は
、引
き
続
き
、

青
森
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
と
も
に
、
県
計
画
の
改
定
作
業
の
中

で
、
今
後
の
取
り
組
等
を
検
討
し
て
い
く
。

②
　
規
模
が
大
き
く
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い

も
の
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

環
境
影
響
評
価
法
及
び
青
森
県
環
境
影
響
評
価
条

例
に
基
づ
き
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
一
定
規
模
以
上
の
風
力
発
電
事
業
や

太
陽
光
発
電
事
業
は
、
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
環
境
影
響
評
価
の
対

象
と
さ
れ
て
お
り
、事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

自
然
環
境
へ
の
配
慮
が
重
要
。
県
と
し
て
は
、
対

象
事
業
が
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
内
容
と
な
る
よ

う
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
の
過
程
で
、
住
民
か

①
　
横
浜
町
内
で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

規
模
で
の
連
続
発
生
と
な
っ
た
。
殺
処
分
に
当
た

り
、
初
め
て
自
衛
隊
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
、
寒

暖
差
が
激
し
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
場
を
指

揮
す
る
家
畜
防
疫
員
が
不
足
し
、
十
三
県
か
ら
獣

医
師
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
一
部

の
資
材
に
不
足
が
生
じ
、
国
か
ら
の
融
通
や
代
替

品
で
対
応
し
た
こ
と
な

ど
、
現
場
で
発
生
し
た

課
題
に
臨
機
応
変
な
対

応
を
求
め
ら
れ
た
。
今

後
は
、
発
生
防
止
対
策

の
徹
底
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
農
場
ご
と
に
定

め
て
い
る
防
疫
計
画

を
改
め
て
点
検
し
、
防

疫
資
材
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
農
場
で
発
生

し
た
場
合
で
も
対
応

で
き
る
七
日
分
の
備
蓄
を
基
本
と
す
る
ほ
か
、
国

に
対
し
て
は
、
家
畜
疾
病
対
策
の
強
化
や
獣
医
師

職
員
の
確
保
の
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
し
て
い

く
。
併
せ
て
、
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
防

疫
演
習
の
充
実
を
図
る
な
ど
防
疫
体
制
の
強
化

に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

②
　
令
和
二
年
度
の
新
規
就
農
者
数
は
、
目
標
と

し
て
い
た
三
〇
〇
人
を
は
じ
め
て
超
え
る
な
ど
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
更
な
る
人
材
確
保
に
向

け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
就
農
相
談
や
農

業
法
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
合
同
説
明
会
の

開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
早
期
の

経
営
安
定
と
地
域
へ
の
定
着
を
図
る
た
め
、
国
の

経
営
開
始
資
金
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
生
産

ら
の
意
見
や
地
方
公
共
団
体
等
の
意
見
へ
の
事

業
者
の
対
応
状
況
な
ど
を
し
っ
か
り
と
確
認
し

な
が
ら
適
切
に
審
査
し
て
い
く
。

　頻
発
す
る
自
然
災
害
を
受
け
、
今
後
も
公
共
土

木
施
設
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
を
進
め
る

べ
き
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

　
自
然
災
害
か
ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、「
安
全
・
安
心
な
県
土
づ
く
り
」
を
着
実
に

推
進
し
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
五
ケ
年
加
速
化
対
策
」
二
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
流
域
全
体
で
事
前
防
災
対
策
を
進
め
る
「
流

域
治
水
」、
国
道
二
七
九
号
横
浜
南
バ
イ
パ
ス
の

整
備
等
、
災
害
時
に
も
安
全
に
人
や
物
の
流
れ
を

確
保
す
る
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
」、

持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
「
予
防
保
全

型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
等
を
重
点
的
・
集

中
的
に
進
め
て
い
る
。
昨
年
八
月
の
大
雨
で
は
、

砂
防
ダ
ム
等
の
事
前
防
災
対
策
に
よ
る
被
害
軽

減
効
果
が
み
ら
れ
た
一
方
、
高
瀬
川
や
国
道
二
七

九
号
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
な
ど
、
本
県
の
社

会
資
本
整
備
は
未
だ
途
上
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、

よ
り
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
の
機
能
強
化
・
維
持
等
、
国
土
強
靭
化
の
取
組

を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
、
国
に
対

し
て
、
五
ケ
年
加
速
化
対
策

期
間
内
に
加
え
、
期
間
終
了

後
の
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

予
算
の
安
定
的
な
確
保
を
要

望
し
て
い
る
。

る
取
り
組
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
現
場

等
を
見
学
す
る
親
子
バ
ス
ツ
ァ
ー
や
高
校
生
と
若

手
技
術
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
建
設
業
の
や
り
が
い
を
伝
え
る
動
画
を

制
作
し
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
土
木
系
高
校
や
大
学
へ
の
県
内
か
ら
の
進
学

者
の
増
加
に
向
け
、
小
中
学
校
等
で
イ
ン
フ
ラ
の

役
割
や
重
要
性
を
幅
広
く
教
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
出

前
授
業
」等
の
取
り
組
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

女
性
の
入
職
を
促
進
す
る
た
め
、
官
民
の
女
性
建

設
技
術
者
で
構
成
さ
れ
る
「
女
性
建
設
技
術
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
と
連
携
し
、
経
営
者
の
理

解
促
進
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
女
性
建
設

技
術
者
等
の
活
躍
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
、
建

設
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
に
関
す
る
新
聞
広
告

の
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　本
県
の
縄
文
遺
跡
群
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産

登
録
は
、
本
県
の
観
光
振
興
を
図
る
う
え
で
ま
た

と
な
い
機
会
に
な
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
全

国
か
ら
の
積
極
的
な
誘
客
対
策
は
難
し
く
、
感
染

拡
大
の
影
響
の
な
い
取
り
組
に
終
わ
っ
た
。
今
年

度
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
全
国
的

な
観
光
客
の
増
加
や
、
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
再
開
が
全
国
的
で
動
き
出
す
な
ど
、
本
格
的
な

観
光
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
事
か
ら
、

登
録
一
周
年
を
迎
え
る
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な

く
、
縄
文
遺
跡
群
を
最
大
限
に
活
用
し
た
誘
客
対

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

問問

答

建
設
業
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

三
村
知
事

答

三
村
知
事

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
　五
ケ
年
加
速
化
対
策

の
取
組
に
つ
い
て

問問

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て

問問答

問問

答

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問問

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

県
土
整
備
部
長

答

農
林
水
産
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

県
土
整
備
部
長

青
森
県
基
本
計
画
『
選
ば
れ
る

青
森
』
へ
の
挑
戦
」
の
推
進
に

つ
い
て

答

問問

　令
和
四
年
六
月
定
例
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、

「
青
森
県
基
本
計
画
『
選
ば
れ
る
青
森
』
へ
の
挑

戦
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
」、「
青
森
県
型
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
に
つ
い
て
」、「
二
〇
五
〇
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
に
つ
い

て
」、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
に
つ
い
て
」、

「
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
」、「
本
県
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
」、「
縄
文
遺
跡
群
の
保
存

と
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
県
民
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
へ
の
対
応
力
向
上
に
つ
い
て
」、「
成
年
年
齢

引
き
下
げ
に
伴
う
新
成
人
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
に
つ
い
て
」、
県
の
考
え
方
を
質
し
ま
し

た
。 

紙
面
の
関
係
で
質
問
事
項
と
答
弁
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

環
境
生
活
部
長

八幡岳に設置が進む風力発電施設

高校生による建設現場見学のようす



　質
問
に
先
立
ち
、
一

言
申
し
上
げ
ま
す
。

　去
る
二
月
二
十
四
日

に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

は
、
国
際
法
や
国
際
秩

序
を
無
視
し
た
武
力
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変

更
で
あ
り
、
断
じ
て
容

認
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
暴
挙
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
間
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
多
く
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
罪
の
無
い

多
く
の
方
が
被
害
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

方
が
母
国
か
ら
の
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　侵
略
に
よ
り
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
と
安
全
が
回
復
し
、

現
在
、
不
安
と
緊
張
の

中
で
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　我
々
は
今
を
生
き
る
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、
平
和
で
安
全
・
安
心

な
社
会
、
持
続
可
能
で
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
の
た

め
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
思
い
を
改
め
て
持
ち
、
こ
れ
か
ら
順
次
通
告
に

従
っ
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
質
問
事
項
及
び
答
弁
は
、
抜
粋・要
約
し
て
次
ペ
ー

ジ
以
降
に
掲
載
し
ま
し
た
。）

◆残暑の候、皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。
◆急速に進む少子高齢化、人口減少や待ったなしの新型コロナウィルス感染拡大防止対策、大規模災害の復旧など、
青森県政は数多くの課題に直面しており、それを克服するために様々な施策を講じています。
◆“夏の夜、蛍の多く飛びちがいたる”　夏の風物詩のホタル、いつの時代も変わることなく私達を魅了します。
◆そんな時、ふと、ダスキン創業者、鈴木清一氏の言葉を思い出します。　

～思いやり～　思いやりは、気のつくこと。親父さんが、ガミガミ怒るのも、自分の思う通りにしてほしいと

甘えているのだ。　また、若い者がふてくされて仕事もせず、寝込んでしまうのも、実は甘えたいのだ。

そう気が付いたら、やさしくいたわってあげる事だ。そうしたら、この世はもっと住みよくなるだろう。

人が迷っている時に、惜しみなく力を貸すことだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆2020年１月に我が国での初感染が確認された新型コロナウィルス。今は、BA5と呼ばれるオミクロンの変異株に
より、全国の感染者数が最多を更新する日が続いている。終息の兆しは見えない。油断なく感染症対策をしっかり施
したうえで、人が動き、物も動く、経済の循環を進めることが重要と考えています。　◆また、このコロナ禍の中、
世界の情勢は、ロシアによるウクライナ侵攻という今の時代には考えられない蛮行の裏で、国々の複雑な絡み合いが
垣間見えます。　◆この予断を許さない状況下、県民の皆様にも様々な影響を与えているものと憂慮していますが、
本県の強みである農産物などの生産体制維持と、さらなる販売促進、加えてしっかりとした観光振興を計るなど、経
済の回復に務め、魅力的で住みやすい青森県を目指して取り組んでいかなければなりません。　◆職人たちの手によ
り進化を遂げた日本の花火、夏の夜空に大輪の花を咲かせることができるよう心から願っているところであります。
◆今後ともご指導、ご助言をよろしくお願い申し上げますとともに、皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

《私の好きな言葉》

ごあいさつ
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《
令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
》

【
質
問
】
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

①
　今
年
度
の
採
卵
用
サ
ケ
の
確
保
状
況
と
サ
ケ

稚
魚
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
向
け
た
県
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】

①
　
本
県
の
サ
ケ
漁
獲
量
は
、
令
和
元
年
度
以
降

著
し
く
減
少
し
、
採
卵
用
サ
ケ
の
確
保
尾
数
も
今

年
度
十
二
月
末
時
点
で
平
成
三
〇
年
度
同
期
比
十

五
％
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ケ
ふ
化
場
に
お
け
る
今

年
度
の
サ
ケ
稚
魚
の
生
産
尾
数
は
、
採
卵
用
サ
ケ

が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産

計
画
七
、〇
〇
〇
万
尾
に
対
し
て
約
三
割
の
二
、

三
〇
〇
万
尾
に
と

ど
ま
る
見
込
み
。

サ
ケ
資
源
の
増
大

を
図
る
た
め
に

は
、
稚
魚
放
流
後

の
生
存
率
を
高
め

る
取
り
組
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

②
　
サ
ケ
ふ
化
放

流
事
業
の
継
続
に

向
け
て
は
、
サ
ケ

資
源
の
回
復
と
ふ

化
場
を
運
営
す
る
組
合
の
経
営
安
定
が
必
要
。
資

源
回
復
に
つ
い
て
は
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

水
面
研
究
所
と
連
携
し
、
放
流
後
の
生
存
率
が
高

ま
る
よ
う
、
よ
り
大
型
で
健
全
な
稚
魚
を
育
成
す

る
方
法
を
ふ
化
場
に
指
導
し
て
い
る
。
組
合
の
安

定
化
に
向
け
て
は
、
主
な
収
入
源
が
県
へ
の
稚
魚

の
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
合
の

サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
の
収
入
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た

め
、
サ
ケ
稚
魚
の
買
上
げ
単
価
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。
加
え
て
、
淡
水
養
殖
用
に
開
発
し
た

青
い
森
紅
サ
ー
モ
ン
、
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
の
種
苗

な
ど
も
導
入
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
収
入

源
を
確
保
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
く
。

《
令
和
四
年
三
月
十
八
日
》

【
質
問
】
米
価
下
落
に
伴
う
資
金
繰
り
に
つ
い
て

①
　米
価
下
落
対
策
と
し
て
、
県
が
創
設
し
た
県

単
資
金
の
貸
し
付
け
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
　農
業
経
営
収
入
保
険
に
お
け
る
つ
な
ぎ
融
資

の
融
資
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

③
　農
業
経
営
収
入
保
険
の
令
和
四
年
の
加
入
状

況
と
今
後
の
加
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】

①
　
県
で
は
、
米
価
下
落
に
対
す
る
資
金
繰
り
支

援
対
策
と
し
て
、
米
価
下
落
減
収
対
策
資
金
を
創

設
し
、
今
年
三
月
ま
で
の
貸
し
付
け
が
利
子
補
給

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
二
月
末
現
在
の
貸
付
実

績
は
四
十
四
件
、
約
七
、
七
〇
〇
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
県
単
資
金
の
資
金
利
用
者
は
、
主
に
、
農

協
や
公
庫
の
資
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
り
、

他
の
資
金
だ
け
で
は
融
資
額
が
不
足
す
る
稲
作
農

家
で
あ
り
、
減
収
農
家
の
支
援
策
と
し
て
一
定
の

役
割
は
果
た
し
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
稲
作
収
入
を
補
て
ん
す

る
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
資
金
需
要
が

抑
制
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
。

②
　
農
業
経
営
収
入
保

険
は
、
保
険
期
間
に
対

す
る
確
定
申
告
が
終
わ
っ
て
か
ら
支
払
い
申
請
す

る
た
め
、
保
険
期
間
の
翌
年
三
月
か
ら
支
払
わ
れ

る
が
、
つ
な
ぎ
融
資
は
、
保
険
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
等
に
よ
り
補
て
ん
金

の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
補
て
ん
金
の

八
割
を
上
限
に
無
利
子
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る
。

令
和
三
年
の
加
入
者
に
対
す
る
令
和
四
年
二
月
末

現
在
の
融
資
実
績
は
、
二
四
八
件
、
約
六
億
三
、

五
〇
〇
万
円
。
令
和
二
年
の
加
入
者
の
融
資
実
績

は
、
三
十
九
件
、
約
一
億
七
、
四
〇
〇
万
円
と
、

令
和
三
年
は
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

③
　
令
和
四
年
の
収
入
保
険
の
加
入
件
数
は
、
一

月
末
現
在
で
三
、
九
四
一
件
と
、
前
年
に
比
べ
二

九
・
四
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
加
入
要
件
で

あ
る
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
経
営
体
に
対

す
る
加
入
率
も
八
・
九
％
の
増
加
、
加
入
経
営
体

数
、
加
入
率
と
も
全
国
第
二
位
の
高
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
収
入
保
険
の
加
入
促
進
に
向
け
、
制
度

の
概
要
や
補
て
ん
金
の
支
払
い
実
績
を
紹
介
し
た

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
現
地
研
修
会
等
で
加
入
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申

告
の
実
施
者
数
を
増
や
す
た
め
の
普
及
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
四
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
加
え
、
農
業
共
済
組
合
が
税
理
士
等
を
講
師

に
実
施
す
る
青
色
申
告
相
談
会
の
開
催
を
支
援

し
、
青
色
申
告
の
実
施
者
を
増
や
し
て
収
入
保
険

の
加
入
拡
大
を
図
る
。

明治維新の功労者の一人で
ある西郷隆盛が重んじた言
葉で、訓読すれば「天を敬
い、人を愛す。」となります。
精神的な修養を積んで、天
をおそれ、敬い、広く人を
慈しむ心を持つことの意。
「敬天愛民」とも言われま
す。

令
和
四
年
六
月
定
例
会
に
お
い
て一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
冒
頭
の
発
言
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま

し
た
。

委
員
会
活
動
の
報
告

委
員
会
活
動
の
報
告
令
和
四
年
三
月
ま
で
、
農
林
水
産
委
員
会
委
員
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

農
林
水
産
委
員
会
で
質
問
し
た
事
項
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

令
和
四
年
四
月
か
ら
は
、
総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
活
動
中
。

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
現

場
等
を
見
学
す
る
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
や
高
校
生
と

若
手
技
術
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
建
設
業
の
や
り
が
い
を
伝
え
る
動
画

を
制
作
し
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
土
木
系
高
校
や
大
学
へ
の
県
内
か
ら
の
進
学

者
の
増
加
に
向
け
、
小
中
学
校
等
で
イ
ン
フ
ラ
の

役
割
や
重
要
性
を
幅
広
く
教
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
出

前
授
業
」等
の
取
り
組
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

女
性
の
入
職
を
促
進
す
る
た
め
、
官
民
の
女
性
建

設
技
術
者
で
構
成
さ
れ
る
「
女
性
建
設
技
術
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
と
連
携
し
、
経
営
者
の
理

解
促
進
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
女
性
建
設

技
術
者
等
の
活
躍
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
、
建

設
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
に
関
す
る
新
聞
広
告

の
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　本
県
の
縄
文
遺
跡
群
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産

登
録
は
、
本
県
の
観
光
振
興
を
図
る
う
え
で
ま
た

と
な
い
機
会
に
な
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
全

国
か
ら
の
積
極
的
な
誘
客
対
策
は
難
し
く
、
感
染

拡
大
の
影
響
の
な
い
取
り
組
に
終
わ
っ
た
。
今
年

度
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
全
国
的

な
観
光
客
の
増
加
や
、
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
再
開
が
全
国
的
で
動
き
出
す
な
ど
、
本
格
的
な

観
光
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
事
か
ら
、

登
録
一
周
年
を
迎
え
る
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な

く
、
縄
文
遺
跡
群
を
最
大
限
に
活
用
し
た
誘
客
対

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

問問

本
県
の
縄
文
遺
跡
群
を
活
用
し

た
誘
客
促
進
に
つ
い
て

答

三
村
知
事

県産業技術センター内水面研究所（白上）を視察

委員会での質疑のようす


